
―　　―15

（ 　 ）

Ⅰ．はじめに

　小学校１年生などの教室で，児童が学習に集中できず，
教員の話が聞けずに，授業が成立しないなど学級崩壊（い
わゆる「小１プロブレム」）の課題を抱えている学校が
多い（橋本，2012）。この課題に示されているように，
近年の子どもに関して，人とかかわる力の低下，自制心
や規範意識の希薄化，生活習慣の確立の不十分さが指摘
されることが多い（文部科学省，2010）。これらの力の
習得につながる多様な経験や学習の機会のなさが，生活
における無気力や学習意欲の低下，友達関係の不安等に
つながり，さらには不登校，いじめ，学級崩壊などの原
因になっている現状がある。
　しかしながら，不登校などの学校教育上の課題は，生
徒指導上の取り組みとして長年の積み重ねがあるもの
の，その解決の方向は明らかではない。このような方向
が定まらない背景には，子どもを取り巻く社会状況の変
化に伴い，課題の特性が変化してきていることがあげら
れる。
　さらに，原因のひとつには，問題が発生してそれを処
理する事後対応的な取り組みに終始していることがあげ
られる。それらの問題が生じないような力を育むことを
目的とした「開発的」な取り組みの視点が重要となって
いる（藤岡，2010）。
　その際には，子どもにとって幼少期から身につけて欲
しい力をどのような枠組で見ていくかが大切になるが，
そのための明確な視点がない。近年はキャリア教育とし
て，身につけることが期待される能力の提案があるもの
の（文部科学省，2011），学級崩壊，不登校，いじめな
どを防止するための力との視点ではない。
　なお，社会的行動に難しさを示す発達障害の子どもに
対する指導の知見はこの数年で積み上げられてきている
（Prizant et al. 2006）。障害のある子どもの発達支援（長
崎 et al. 2009）の方法・内容は，障害のない子どもの社
会的能力を伸ばす支援に役に立つものが存在する。
　そこで，ここでは子どもに身につけてほしい力として
「社会的能力（social competence/skills）」「情動調整力
（emotional competence/skills）」を紹介しつつ，学校

教育で求められている「社会的能力と情動調整力を高め
る指導」を検討する。具体的には，イギリスの学校教育
における社会性を高める指導を踏まえながら，学校の教
育課程やキャリア教育を前提とした社会的能力と情動調
整力を高める指導の可能性を考察する。

Ⅱ．「社会的能力（social competence/skills）」「情
動調整力（emotional competence/skills）」
とは

　2003年にイギリスでは，緑書「すべての子どものため
に（Every child matters）」（DfES，2003）が示されて，
子どもに対する幅広いサービスの改革が検討され始め
た。その目的は，①育ちに危険性のある子どもを一般的
なサービスで支援し，深刻にならないように予防するこ
と，②さらにはすべての子どもについてその力を伸ばし，
よりよい成果につなげることであった。
　そのために，表１に示す５つの達成すべき成果が規定
された。子どもの育ちにおいて基本的なことであり，し
かしながら現状では，それを掲げないとすべての子ども
の育ちが危うくなる可能性が高いことを示すものであっ
た。

表１　５つの達成すべき成果

○健康であること（being healthy）：心身ともに
健康な生活を楽しむこと

○安全であること（staying safe）：危害や放置か
ら守られること

○生活を楽しみ，成し遂げること（enjoying and 
achieving）：生活の様々な場面を楽しみ，大人
としての生活に必要なスキルを高めること

○社会に肯定的な貢献をすること（making a 
positive contribution）：地域や社会に属し，許
されない行動を行わないこと

○ 経 済 的 安 ら か さ （achieving economic well-
being）：人生の楽しみを実現することを経済的
不利によって妨げられないこと
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１．心的な安らかさ（psychological well-being）
　 緑 書「 す べ て の 子 ど も の た め に（Every child 
matters）」（DfES，2003）が示された背景には，イギ
リスにおける暴力，喫煙・薬物，非行，性の問題，退
学，自殺などの子どもや青年のメンタルヘルスや心的安
らかさへの危機があげられる。1990年代に学校教育の
カリキュラムに，人格的・社会的・健康教育（PSHE：
Personal, social and health education）が導入された。
さらに1999年に市民教育（Citizenship）が初等教育に導
入され，2002年には中等教育のカリキュラムに導入され
た。これらは，子どもや青年の心的安らかさを高め，社
会的能力や情動調整力を高めるための取り組みであった。
　さらに，2004年には特別な支援を必要とする子どもの
メンタルヘルスに配慮するように教員に勧告が示され
た。また2005年には，学校評価の規準に，生徒の安らか
さ（well-being）が含まれるようになった。
　安らかさ（well-being）や心的安らかさ（psychological 
well-being）については，その概念や定義について
比較しつつ検討しなければならないが，ここでは，
Frederickson and Cline （2009）を参考に取り上げる。
　この心的安らかさについては，2004年にイギリスの保
健省が使用した用語である。学校保健での情動的安ら
かさ（emotional well-being）の概念や学校における生
活指導の社会的情動的安らかさ（social and emotional 
well-being）を含む概念とされている。心的安らかさと
は，安らかさ（well-being）を検討する際のひとつの視
点であり主観的体験によるもので，その他に身体的安ら
かさ（physical well-being）や経済的安らかさ（economical 
well-being）がある。Martin and Huebner （2007） は，
心的な安らかさの多重モデルを提案していて，「肯定的
な感情」「否定的な感情」「生活満足度」の次元で検討し
ている。
　そして，この心的な安らかさに強いつながりを持つ概
念が，「社会的能力（social competence/skills）」「情動
調整力（emotional competence/skills）」とされている。

２．「社会的能力（social competence/skills）」について
　社会的能力とは，他者とどのように関係を形成するか
の行動によって定義されるものである。社会的能力を規
定する概念として，社会的スキルや社会コンピテンスが
あるが，それらの定義については，一致した見解は得ら
れていない。
　Gresham and Elliott （1993）によると，社会的スキル
とは「社会的に受け入れられる行動であり，それによっ
て他者と効果的に相互作用を行い，他者からの否定的な
行動を避けることが可能になるもの」とされている。大
切な点のひとつは，特定の行動という絶対的な規準があ
るわけでなく，社会の特性や文化など，置かれている文
脈に応じて修正されるものという点である。

　社会的コンピテンスとは，「さまざまな対人状況にお
いて社会的に是認される方法を用いて効果的な相互交渉
を行う能力」である（柴田，1993）。子どもの社会的コ
ンピテンスは，社会的認知や問題解決，知識や理解を含
む幅広い概念であり，社会的コンピテンスに，社会的ス
キルも含まれると考えられる。
　ここではこの社会的スキルと社会的コンピテンスを合
わせて，社会的能力（social competence/skills）として
捉えた。対人的な行動が生起するまでには，自己・他者
関係の理解，状況の理解を前提として，他者や環境に対
して自らの行為を起こす力，他者や環境に変化に応じて
自らの行動を調整する力やさまざまな対人スキルが含ま
れる。この社会的能力には，まさに認知的なレベルと行
動的なレベルの両方を含む概念である。

３．「情動調整力（emotional competence/skills）」に
ついて

　情動調整能力とは，自己や他者の情動を理解し，そ
の情動に対して適切な方略（スキル）を用いて調整す
る能力である。類似する概念に，情動知能（emotional 
intelligence），情動リテラシー（emotional literacy），
情動コンピテンス（emotional competence）などがあり，
概念の整理が求められている。
　情動知能（emotional intelligence）は，Salovey and 
Mayer（1990）により提案され，Goleman（1995）によっ
て「こころの知能指数」として一般的に知られるように
なった。
　これらの概念には，①自らの情動を知る，②情動を調
整・コントロールする，③自らをやる気にさせる，④他
者の情動を知る，⑤関係の在り方を取り扱う，などの要
素が含まれ（Goleman,1995），社会的能力と重なる要素
もある。
　「知能」「リテラシー」「コンピテンス」などの概念が
使用されているが，「知能」は固定的な印象であり，発
達したり変化したりしないイメージが強い，また，「リ
テラシー：能力・知識」は，読み書き計算に関連する
概念であり，形式的な学習によって身につくもので，
自然には身につかないイメージがある。「知能」や「リ
テラシー」よりも，「コンピテンス」の方が，うまく成
し遂げるための認知的，感情的，行動的な要素を含む概
念であり，学校教育の文脈で適切なものと考えられる
（Frederickson and Cline, 2009）。
　なお，情動コンピテンスは情動の認知や問題解決，知
識や理解を含む幅広い概念で，自らの情動を調整するた
めのスキルも含まれる。ここでは，このコンピテンス
と調整の方略の理解と実行を合わせて，情動調整能力
（emotional competence/skills）として整理した。

2



子どもの「社会的能力」と「情動調整力」を高める指導（徳永） ―　　―17

（ 　 ）

４．「社会的能力」「情動調整力」の発達の基盤について
　これらの能力の根底には，自己・他者への気づき，自
己・他者の意図や感情への理解，さらには他者視点への
理解などがある。社会的な行動そのものは複雑な能力や
構造に支えられているものの，その基本的な構造につい
ては２歳までには形成されるものである。乳幼児の社会
的能力や情動調整力の発達を手がかりに，身につけたい
力の要素を整理することが求められる。

Ⅲ．イギリスの学校教育における社会性を高め
る指導の考え方と実践

　ここで取り上げた心的安らかさ（psychological well-
being）､ さ ら に は 社 会 的 能 力（social competence/
skills）や情動調整力（emotional competence/skills）を
高める取り組みが，「社会的，情動的及び行動的スキル
（Social, emotional and behavioural skills）」のための
教育プログラムである。イギリスの学校教育において，
子どもの社会性を高めるカリキュラムとして，2005年
に導入された。家庭と協力しつつ学級や学校として取
り組むものである。このプログラムの名称が「学習に
おける社会的情動的側面（Social and emotional aspect 
of learning: SEAL）であり，初等教育学校用（DfES, 
2005）と中等教育学校用（DCFS, 2007）のガイドブッ
クが発行されている。

１．SEALに至るまでの経緯
　この背景には，子ども・青年のメンタルヘルスや心的
安らかさの危機があった。調査によると，子どもや青年
の10人にひとりがメンタルヘルスの問題を経験してい
て，全ての子どもや青年を対象とする効果的な介入（プ
ログラム）があれば，心理療法等の個別的な支援を必要
とする人数を減少させることができる（DfES, 2005）と
されている。
　また，Weare and Gray （2003）の研究によると，
アメリカにおける「情動的社会的な学習（Social and 
emotional learning）」の取り組みが教育的社会的成果，
学習成果，作業成果，行動改善，集団のまとまり，メン
タルヘルスの改善において､ 大いに効果があることが示
された。
　このような中で，イギリスでは緑書「すべての子ど

ものために（Every Child Matters）」（DfES，2003）の
影響もあって，学校教育として「学習における社会的
情 動 的 側 面（Social and emotional aspect of learning: 
SEAL）」の事業が開始された。

２．SEALについて
　「学習における社会的情動的側面（SEAL）」の導入に
よって，①教育及び労働における成功（success），②生
徒の行動の改善，③排除しない学校や社会，④学習の改
善，⑤社会の一体化，が期待された。
　このプログラムの大枠とその教材は，次のものであっ
た。①７つのテーマ（表２）があり，それに従って集会
と学校で活用する教材が準備されている。②学級ごとの
年齢に応じた活動のプログラムと教材がある。③テーマ
ごとの家族を含めた活動と教材がある。④教員のレベル
アップのための教材がある。⑤個別的な支援が必要な小
グループのための教材がある。　

表２　SEALの７つのテーマ

１．物事の始まり（New beginning）
２．うまくいくこといかないこと（Getting on and 

falling out）
３．いじめは駄目（Say no to bullying）
４．目標に向かって（Going for goals!）
５．これでOK（Good to be me）
６．信頼と関係（Relationships）
７．変化（Changes）

　ここに掲げたテーマは，新学期から約２か月ごとに取
り組む活動のまとまりとなっている。

３．高めたい知識やスキル，理解
　そして，このプログラムによって高めたい知識や
スキル，理解として，表３に示す「自己理解（Self-
awareness）」「情動調整（Managing feeling）」「計画・行
動（Motivation）」「共感（Empathy）」「社会的スキル（Social 
skills）」のまとまりが示されている。
　SEALの７つのテーマ（表２）ごとによって，これら
の力（表３）をどのように組み込みながら活動を計画す
るか検討することが求められている。
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　なお，アメリカの学校では，このような取り組み
は，社会性と情動の学習（SEL：Social and emotional 
learning）とされている。1980年代のアメリカの学校で
は，暴力，喫煙・薬物，非行，性の問題などさまざまな
生徒上の課題を予防する問題に学校教育として取り組む
ことが求められている現状だった。予防のための教育
プログラムが健康増進（Health promotion）や市民教育

（Citizenship）として行われていた。
　これらの問題行動を予防し，事態に柔軟に対応できる
力を高めることが求められ，社会性と情動の学習（SEL：
social and emotional learning）のプログラムがまとま
りをもつようになり，1990年代の半ばに，「情動的知能」
や「多重知能」の出版を契機に取り組みが拡大した（Zin 
and Elias, 2006）。

表３　SEAL によって身につく知識やスキル，理解（DfES, 2005）
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　SELとは，「情動を認識・調整し，問題を効果的に解
決し，他者と肯定的な関係を形成する」力を高める学習
であり，この力はすべての子どもに必要なものであり，
この力を効果的に高めることで，暴力，喫煙・薬物，非
行，性の問題，退学，自殺さまざまな生徒上の課題を予
防するとされている（小泉，2010や小泉，2011）。

Ⅳ．我が国の生徒指導等に対する示唆として

　ここまで，「社会的能力」「情動調整力」という視点で，
子どものコミュニケーション能力を含む対人行動の力を
検討し，イギリスにおけるSEAL，アメリカのSELの取
り組みを紹介してきた。
　これらの視点から，我が国の学校教育における子ども
の社会性を高める指導，特に生徒指導，進路指導，キャ
リア教育の動向を踏まえながら，何が参考になるのであ
ろうか。我が国における今後の「社会性を高める指導」
の課題を考察する。

１．「生きる力」に求められる能力
　子どもの人とかかわる力の低下，生活における無気力
や学習意欲の低下等についての指摘は最近に始まったも
のではない。
　このような状況を解決するために「知識を一方的に教
え込むことになりがちであった教育から，子供たちが，
自ら学び，自ら考える教育への転換を目指す。」として，
中央教育審議会は，平成８年７月19日に「21世紀を展望
した我が国の教育の在り方について ―子供に［生きる
力］と［ゆとり］を―」の第一次答申を示した。そこでは，
「こうした資質や能力を，変化の激しいこれからの社会
を［生きる力］と称する」としている。
　さらに，中央教育審議会は，平成10年６月30日に「新
しい時代を拓く心を育てるために ―次世代を育てる心
を失う危機―」の答申を示した。これは中央教育審議会

が平成９年８月に文部大臣から「幼児期からの心の教育
の在り方について」の諮問を受けてまとめた報告書であ
る。
　このように生きる力の核となる豊かな人間性にかかわ
る「人にかかわる力」「他者を思いやる心」「コニュニケー
ション能力」は重視されていたものの，その後の「ゆと
り教育」議論に伴い，子どもの育ちにおいて何を重視す
るかが曖昧となってしまった。
　他方，OECDは，「知識基盤社会」の時代を担う子ど
もたちに必要な能力を，「主要能力（キー・コンピテン
シー）」として定義づけ（国立教育政策研究所，2012），
次の３つの広域カテゴリー「異質な集団で交流する」「自
律的に活動する」「相互作用的に道具を用いる」にキー・
コンピンテンシーを分類した（表４）。
　このように，これからの時代をよりよく生きるために
必要な力をどのように考え，求められる学習の機会をど
う提供していくのか，その基本的な考え方を整理するこ
とが必要となっている。このキー・コンピテンシーには，
ここで取り上げた「社会的能力」「情動調整力」が重要
な要素として含まれている。

２．学習するための学び
　ここで紹介したイギリスのSEALの取り組みの目的の
一つとして，効果的な学習を促すことがあげられた。子
どもが学ぶことの基本に，「社会的能力」や「情動調整力」
が必要となっている。これらの力が効果的に身につかな
いことが，効果的な学びを形成できない理由と考えられ
ている。学力向上の基本として，社会的能力や情動調整
力を確かなものとする指導である。
　ここで取り上げている「社会的能力」や「情動調整力」
は，すべての子どもの学習の基盤であり，学習を成り立
たせる基本としての力である。さらに，これらの力は国
語や数学など教科の力を労働や生活場面に活用していく
ために必要な力でもある。

　「異質な集団で交流する」：多元的社会の多様性に対応することが求められ，思いやりが重要になる。「他者
といい関係を作る能力」「他者と協力する能力」「チームで働く能力」「争いを処理し，解決する能力」が含ま
れる。
　「自律的に活動する」：複雑な社会で自分の同一性を確かなものとして，目標を設定し，権利を行使して責
任を取ることが求められる。ここには，「大きな枠組の中で活動する能力」「人生の計画や個人的事業を計画
し実行する能力」「自らの権利，利害，限界や要望を表明する能力」が含まれる。
　「相互作用的に道具を用いる」：最新技術を活用し，自分の目的に応じて道具を活用し､ 外界と活発な対話
をすることが求められる。ここには，「言語，シンボル，テキストを相互作用的に用いる能力」「知識や情報
を相互作用的に用いる能力」「技術を相互作用的に用いる能力」が含まれる。

表４　キー・コンピンテンシーにおける３つの広域カテゴリー
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３．人間関係を形成する基礎となる力
　このような対人関係を形成する力に関して，学校教育
として重視する傾向は，キャリア教育の推進としても示
されている。
　１）キャリア教育として
　平成11年12月の中央教育審議会答申「初等中等教育と
高等教育との接続の改善について」で，キャリア教育（望
ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身
につけさせるとともに，自己の個性を理解し，主体的に
進路を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校段階
から発達段階に応じて実施する必要があることが指摘さ
れた。それ以降，キャリア教育に関する様々な施策が展
開されている。
　キャリア教育で身につけたい力として，①人間関係形
成能力（自他の理解能力とコミュニケーション能力），
②情報活用能力（情報収集・探索能力と職業理解能力），
③将来設計能力（役割把握・認識能力と計画実行能力），
④意志決定能力（選択能力と課題解決能力）と整理され
て取り組みが進められている。
　ここでの人間関係形成能力などにおいても「社会的能
力」や「情動調整力」は大切な要素として含まれる。
　２）自立活動として
　また学校教育では，平成19年度より制度的にも特別支
援教育が展開されている。この背景には，対人関係や他
者の感情理解に難しさのある自閉症スペクトラム障害を
含む発達障害のある子どもへの対応が喫緊の課題として
指摘されている。特別支援教育の指導領域に「自立活動」
があり，平成21年の特別支援学校学習指導要領改訂では，
「人間関係の形成」が新たな区分として追加されている。
この指導内容には，「社会的能力」や「情動調整力」の
要素が含まれている。ちなみに，「人間関係の形成」の
指導内容として，①他者とのかかわりの基礎，②他者の
意図や感情の理解，③自己の理解と行動の調整，④集団
への参加の基礎，と整理されている。
　このように支援が必要な子どもを含めて，すべての子
どもに，「社会的能力」と「情動調整力」を高める指導
が求められるのが現状である。

４．つけたい力をどうみるか
　人との関わりや自他の感情への気づき，また情動の調
整の力などについて，どのような構造で，具体的にどの
ような行動としてみていくのかが課題となっている。
　イギリスのSEALや我が国のキャリア教育など，核と
なる力には「社会的能力」「情動調整力」が共通のもの
として含まれる。SEALにおける高めたい知識やスキル，
理解の要素と「社会的能力」「情動調整力」との関係に
ついては，図１にそれを示した。

自
己
理
解 

情
動
調
整 

計
画
・行
動 

社
会
的
ス
キ
ル 

共 

感 
社会的能力 

Social competence/skills 
情動調整力 

Emotional competence/skills 

図１   社会的能力・情動調整力とSEALの力 図１　社会的能力・情動調整力とＳＥＡＬの力

　学校教育としてこれらの力をつけていく指導に取り組
んでいくためには，指導のマネジメントサイクルを整理
する必要がある。それは，子どもの実態把握，目標設定，
指導展開，評価である。前提としては，子どもが身につ
けている力をどのように評価するのか，つまり実態把握
が基本となる。
　国語や算数の教科の指導においては，その指導内容を
どのように指導するのか，系列と配列で整理し，学びの
順序性が考慮されている。同じような視点で，人と関わ
る能力や情動の調整力についても，系列と配列で求めら
れる行動を整理していくことが必要になる。乳幼児の発
達を踏まえながら，必要な経験や体験，求められる行動
を整理することが重要である。

Ⅴ．おわりに

　近年の子どもに関して，人とかかわる力の低下，自制
心や規範意識の希薄化，生活習慣の確立の不十分さが
指摘されることが多い（文部科学省，2010 等）。生徒指
導上の問題が生じないような力を育むことを目的とした
「開発的」な取り組みの視点が重要となっている（藤
岡，2010等）にもかかわらず，子どもが幼少期から身に
つけて欲しい力をどのような枠組で見ていくかが曖昧で
ある。
　そこで，ここでは子どもが身につけたい力として「社
会的能力」「情動調整力」を紹介しつつ，学校教育で求
められている「社会的能力と情動調整力を高める指導」
を検討した。イギリス等の学校教育における社会性を高
める指導を踏まえながら，①「生きる力」に求められる
能力，②学習するための学び，③人間関係を形成する基
礎となる力，④つけたい力をどうみるか，について考察
した。
　本研究の課題としては，「社会的能力」「情動調整力」
について，その概念を検討するとともに，イギリスの
SEALとして具体的な取り組みを整理することとその効
果や成果をまとめることがある。
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　今後の方向としては，「社会的能力」「情動調整力」に
含まれる行動を乳幼児の社会性の発達を踏まえて整理
し，子どもの学習目標や内容を提案することが必要と
なっている。
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